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SAS (SAS Enterprise Guide) 使用方法 

(２つのグループの１因子(１種類のデータ)の差を検定する) 
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(1) 各グループ別のヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示 
1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分布]

をクリックする。 

 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、ヒストグラムや累積度数分布の確率プロットを表示する

変数(正規分布しているかどうかを確認する変数)を「変数リスト」の下のリストから選んで

クリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、新たに表示

されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、選択した変数名が表示されているこ

とを確認する。 
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5) グループ分けに使用する変数(その変数を使ってグループ分けする変数)を「変数リスト」

の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンを

クリックし、新たに表示されたメニューから「分類変数」をクリックする。 

 

6) 右の「タスクの役割」の下の「分類変数」の下に、選択した変数名が表示されているこ

とを確認する。 

 

7) 左端のメニューから「分布」の下の「正規分布」をクリックし、新たに表示された右側

の画面で、「正規分布」の前のボックスにチェックを入れる。 
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8) 左端のメニューから「グラフ」の下の「表示」をクリックし、新たに表示された右側の

画面で、「ヒストグラム」と「確率プロット」の前のボックスにチェックを入れ、下にあ

る「実行」ボタンをクリックする。 

 

9) 画面に「分布」の分析結果が表示されるが、最下部にヒストグラムおよび、累積度数分

布の確率プロットが、分類変数に設定した変数の値別に表示されている。 

10) 最下部に下図のような分類変数に設定した変数の値別の累積度数分布の確率プロットが

あるので、分析に使用するグループの確率プロット全てで、青い正方形のプロットが、左

下から右上に伸びている黄色い直線上に乗っているかどうかを確認する。 
 青いプロットが黄色い直線上にほぼ乗っている場合は、この変数(データ)は正規分布し

ていると判断してよい。もし、青いプロットが黄色い直線から大きくずれている場合は、

この変数は正規分布していないと判断できる。 
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(2) t 検定 (t-test)を行う 

 t 検定は、必ず下記の流れで行うことを、まずしっかりと頭に入れておくこと 

 

 

 

 

 

 

 
 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) t 検定を含めた比較検定を行う場合、その前に必ず、以下の操作で、グループ分けに用い

る変数の値またはカテゴリーが、比較検定で用いる２つの値またはカテゴリーであるデー

タのみに限定する必要がある。 

(a) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィ

ルタとクエリ]をクリックする。 

 

(b) 下図のようなダイアログが開くので、左側の変数リストから、グループ分けに用い

る変数と、比較する変数を、右側の「データの選択」の下のボックスにドラッグアン

ドドロップし、これらの変数名が表示されていることを確認する。 

 

まず、F 検定を行い、２つのグループの比

較する変数のばらつき(この場合は分散)

が異なっていないかどうか調べる 

Student の t 検定 

( Student's t-test)を行う 
t 検定の Welch の修正法 

(Welch's t-test)を行う 

ばらつき(分散)は異なっていない ばらつき(分散)は異なっている 
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(c)「データの選択」の右隣の「フィルタデータ」のタグをクリックし、その下に表示

されたボックスに、グループ分けに用いる変数をドラッグアンドドロップする。 

 
 

(d)「フィルタの編集」というダイアログが開くので、「値(V)」の行の右端の黒い逆三

角形ボタンをクリックする。 

 

 

(e) 新しいダイアログが更に表示されるので、その下部にある「値の取得」ボタンをク

リックする。 
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(f) グループ分けに用いる変数の値やカテゴリーのリストが表示されるので、まず、２

つのグループの一方の値またはカテゴリーをクリックする。 

 
 

(g)「フィルタの編集」のダイアログに戻るので、「値」の右に、選択した値またはカ

テゴリーが表示されていることを確認し、下の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

 

(h) 最初のダイアログに戻り、選択した値またはカテゴリーが表示されていることを確

認する 

 

 

(i) (c)～(h)の操作を繰り返し、２つのグループのもう一方の値またはカテゴリーを設

定する。 
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(j) ２つのグループの値またはカテゴリーが選択されていることを確認した後、その下

の「フィルタの組み合せ」ボタンをクリックする。 

 
 

(k)「フィルタの組み合せ」というダイアログが新たに開くので、２つの漏斗の絵の間

にある「AND ▼」をクリックし、その下に表示されたメニューから「OR に変更」をク

リックする。 

 
 

(l)「AND ▼」が「OR ▼」に変ったことを確認した後、最下部の「OK」ボタンをクリッ

クする。 

(m) 最初のダイアログに戻るので「実行」ボタンをクリックする。 

(n) 画面上に、グループ分けに使用する変数と、比較する変数のみの表が、新たに表示

されたことを確認する。 

3) 上部メニュー内の [分析]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分散分析]

をクリックし、更にその右に表示されたメニュー内の「t 検定」をクリックする。 

 



 9

4) t 検定のダイアログが開くので、「t 検定の種類」で「２標本に対する検定」の前にマー

クが入っていることを確認する。もし、マークが付いていない場合は、その前の丸をクリッ

クしてマークを付ける。 

 
 

5) 左端のリストから「タスクの役割」をクリックし、その右に新たに表示された「変数リ

スト」からグループ分けに用いる変数をクリックした後、その右の右向き矢印のボタンを

クリックし、新たに表示されたメニューから「グループ化する基準」をクリックし、「タ

スクの役割」の下の「グループ化する基準」の下に、その変数名が表示されたことを確認

する。 

 
 

6)「変数リスト」から比較する変数をクリックした後、その右の右向き矢印のボタンをクリッ

クし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックし、「タスクの役割」の下

の「分析変数」の下に、その変数名が表示されたことを確認する。 
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7) 左端のリストから「グラフ」をクリックし、その右に新たに表示された「種類」で、「平

均」の前のボックスにチェックを入れ、「平均のプロットオプション」では「標準偏差」

にマークを付け、「描画するばらつきの大きさ」では「２標準偏差」の前にマークを付け

た後、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 

 
 

 

8) 分析結果が表示されるので、まず、F 検定の結果を確認し、２つのグループ間で、比較す

る変数の分散(ばらつき)が異なっているかどうかを見る。 

(注; 現在行っている分析は、２つのグループ間である変数の平均値に差があるかどう

かを調べるものであるが、具体的な差の検定方法は、比較する変数の「ばらつき」

が異なる場合と、異ならない場合で、別々の検定方法を使う必要がある。このため、

まず最初に、分散(ばらつき)に差があるかを調べる「F 検定」を行っている。しかし、

本来の目的は、２つのグループ間である変数の平均値に差があるかどうかを調べる

ことなので注意すること) 

 表示されている表の中から、下図のような「等分散性」と書かれた表を見る。この表は、

２つのグループ間で比較する変数の分散(ばらつき)が異なっているかどうかを調べる F検

定の結果を表示したものであるが、その中から、「Pr＞F」と書かれたところの下の数値

を確認する。この値が、「F 検定の危険率」(２つのグループの分散に差が無い」ことが起

こりうる確率の値)なので、この値が５％(0.05)未満の場合は、「２つのグループの分散

には差がある」とみなすことができる。この値が５％(0.05)以上の場合は、２つのグルー

プの分散に差があるかどうかの判定は「保留」されるが、この場合は便宜上「２つのグルー

プの分散には差が無い」とみなす。 

 
 

9) 8)で、もし、(便宜上)「２つのグループの分散(ばらつき)には差が無い」とみなすこと

ができた場合、10)の処理を行う。 

 もし、「２つのグループの分散(ばらつき)には差がある」とみなすことができた場合は、

11)の処理を行う。 
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10) 8)の「F 検定」の結果が、(便宜上)「２つのグループの分散(ばらつき)には差が無い」

とみなすことができた場合、表示されている表の中から、下図のような「t 検定」と書かれ

た表を見る。その表中から、「分散」の下に「Equal」と書かれた行で、「Pr＞|t|」の下

の数値を確認する。この値が、「t 検定の危険率」(２つのグループの間で比較した変数の

平均値に差が無い」ことが起こりうる確率の値)なので、この値が５％(0.05)未満の場合は、

帰無仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有意水準で「比較した変数の平均値は２

つのグループの間で有意な差がある」とみなすことができる。 

 これに対し、この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できな

い)ため、２つのグループの間に差があるかどうかの判定は「保留」となり、「２つのグ

ループの間で比較した変数の平均値に有意な差があるとはいえない」あるいは「２つのグ

ループの間で比較した変数の平均値に有意な差は見られなかった」という結論になる。決

して「２つのグループ間に差が無い」という結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮

説が正しいのに、間違って棄却してしまう確率」であるためである。また現実的にも、サ

ンプル数を増加させた場合や他の検定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性が

あるためである。 

 

 

11) 8)の「F 検定」の結果が、「２つのグループの分散(ばらつき)には差がある」とみなす

ことができた場合、表示されている表の中から、下図のような「t 検定」と書かれた表を見

る。その表中から、「分散」の下に「Unequal」と書かれた行で、「Pr＞|t|」の下の数値

を確認する。この値が、「t 検定の危険率」(２つのグループの間で比較した変数の平均値

に差が無い」ことが起こりうる確率の値)なので、この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無

仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有意水準で「比較した変数の平均値は２つの

グループの間で有意な差がある」とみなすことができる。 

 これに対し、この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できな

い)ため、２つのグループの間に差があるかどうかの判定は「保留」となり、「２つのグ

ループの間で比較した変数の平均値に有意な差があるとはいえない」あるいは「２つのグ

ループの間で比較した変数の平均値に有意な差は見られなかった」という結論になる。決

して「２つのグループ間に差が無い」という結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮

説が正しいのに、間違って棄却してしまう確率」であるためである。また現実的にも、サ

ンプル数を増加させた場合や他の検定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性が

あるためである。 
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(3) データを関数変換して分析を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 
 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストからグループ分けに用いる変数を選

び、ダブルクリックし、右側の枠内にその変数が表示されていることを確認する。 

 
 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 

 
 

5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「式の作成」をクリックする。 
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6)「拡張式エディタ」というダイアログが開くので、左中央の「関数」タグをクリックし、

右下の「関数」の下のリストから、変換に用いる関数を選び、ダブルクリックする。 

(例; 対数変換を行う場合は、「LOG」の関数を選択する) 

 

 

 

7)「式テキスト」の下のボックスに選択した関数が表示されるので、その中の「<numValue>」

をマウスで選択した後、「BackSpace」キーか「Delete」キーで削除する。 
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8) 左中央の「データ」タグをクリックし、「変数値」の下のリストから変換する変数を選

んでダブルクリックし、「式テキスト」の下の関数の中にその変数が表示されたことを確

認した後、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 

 

 

9)「拡張式エディタ」が閉じて、「計算式」ダイアログに戻るので、左のボックス内に表示

されている「Calculation1」をクリックした後、「名前の変更」ボタンをクリックする。 

 

 

10) 変換後の変数の名前を適当に入力した後、「閉じる」ボタンをクリックする。 
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11) 新しい変数名が、グループ分けに用いる変数の下に表示されていることを確認した後、

「実行」ボタンをクリックする。 

12) グループ分けに用いる変数と関数変換後の比較する変数の表が表示されるので、これら

を用いて、この資料の「(1) 各グループ別のヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プ

ロットの表示」の操作を行い、関数変換後の比較する変数が、２つのグループのどちらで

も正規分布しているかどうかを判定する。 

(注; なお、対応のある２つのデータの差を関数変換した場合は、配布資料「SAS (SAS 

Enterprise Guide) 使用方法 (１因子(１種類のデータ)の概要を見る)」の「(1) ヒ

ストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示」の操作を行い、関数変換

後の対応のある２つのデータの差の値が正規分布しているかどうかを判定する。 

 もし、正規分布していた場合は、13)の操作に進むが、もし、関数変換後も正規分布し

ていない場合は、配布資料「統計学基礎(３) ２つのグループの１因子(１種類のデータ)

の差を検定する」の (12)を参照する。 

13) もし、関数変換後の比較する変数が、２つのグループのどちらでも正規分布している場

合は、この資料の「(2) t 検定 (t-test)を行う」の操作を行い、２つのグループ間で比較

する変数の関数変換後の平均値に差があるかどうかを判定する。 

 

 

(4) Mann-Whitney の U 検定 (Wilcoxon 順位和検定)を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) Mann-Whitney の U 検定 (Wilcoxon 順位和検定)を含めた比較検定を行う場合、その前に

必ず、以下の操作で、グループ分けに用いる変数の値またはカテゴリーが、比較検定で用

いる２つの値またはカテゴリーであるデータのみに限定する必要がある。 
 

(a) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィ

ルタとクエリ]をクリックする。 

 
 

(b) 下図のようなダイアログが開くので、左側の変数リストから、グループ分けに用い

る変数と、比較する変数を、右側の「データの選択」の下のボックスにドラッグアン

ドドロップし、これらの変数名が表示されていることを確認する。 
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(c)「データの選択」の右隣の「フィルタデータ」のタグをクリックし、その下に表示

されたボックスに、グループ分けに用いる変数をドラッグアンドドロップする。 

 
 

(d)「フィルタの編集」というダイアログが開くので、「値(V)」の行の右端の黒い逆三

角形ボタンをクリックする。 

 

 

(e) 新しいダイアログが更に表示されるので、その下部にある「値の取得」ボタンをク

リックする。 
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(f) グループ分けに用いる変数の値やカテゴリーのリストが表示されるので、まず、２

つのグループの一方の値またはカテゴリーをクリックする。 

 
 

(g)「フィルタの編集」のダイアログに戻るので、「値」の右に、選択した値またはカ

テゴリーが表示されていることを確認し、下の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

 

(h) 最初のダイアログに戻り、選択した値またはカテゴリーが表示されていることを確

認する 

 

 

(i) (c)～(h)の操作を繰り返し、２つのグループのもう一方の値またはカテゴリーを設

定する。 
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(j) ２つのグループの値またはカテゴリーが選択されていることを確認した後、その下

の「フィルタの組み合せ」ボタンをクリックする。 

 
 

(k)「フィルタの組み合せ」というダイアログが新たに開くので、２つの漏斗の絵の間

にある「AND ▼」をクリックし、その下に表示されたメニューから「OR に変更」をク

リックする。 

 
 

(l)「AND ▼」が「OR ▼」に変ったことを確認した後、最下部の「OK」ボタンをクリッ

クする。 

(m) 最初のダイアログに戻るので「実行」ボタンをクリックする。 

(n) 画面上に、グループ分けに使用する変数と、比較する変数のみの表が、新たに表示

されたことを確認する。 
 

3) 上部メニュー内の [分析]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分散分析]

をクリックし、更にその右に表示されたメニュー内の「ノンパラメトリックな一元配置分

散分析」をクリックする。 
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4) 新しいダイアログが開くので、「変数リスト」からグループ分けに用いる変数をクリッ

クした後、その右の右向き矢印のボタンをクリックし、新たに表示されたメニューから「独

立変数」をクリックし、「タスクの役割」の下の「独立変数」の下に、その変数が表示さ

れたことを確認する。 

 
 

5)「変数リスト」から比較する変数をクリックした後、その右の右向き矢印のボタンをクリッ

クし、新たに表示されたメニューから「従属変数」をクリックし、「タスクの役割」の下

の「従属変数」の下に、その変数名が表示されたことを確認する。 

 
 

6) 左端のリストから「分析」をクリックし、その右に新たに表示された「検定に用いるス

コア」の下の「Wilcoxon」の前のボックスにチェックを入れ、最下部の「実行」ボタンを

クリックする。 
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(補足;「Wilcoxon」の下にある「Median」の前のボックスにチェックを入れると、「中

央値検定(メディアン検定)」が行われる) 

 

8) 分析結果が表示されるので、下図のような「Wilcoxon の順位和検定(２標本)」と書かれ

た表を見る。その表中から「正規近似」の３つ下にある「両側 Pr＞|Z|」の右横の数値を

確認する。この値が、「Mann-Whitney の U 検定 (Wilcoxon 順位和検定)の危険率」(２つの

グループの間で比較した変数に差が無い」ことが起こりうる確率の値)なので、この値が

５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有意水準で「比

較した変数は２つのグループの間で有意な差がある」とみなすことができる。 

 これに対し、この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できな

い)ため、２つのグループの間に差があるかどうかの判定は「保留」となり、「２つのグ

ループの間で比較した変数に有意な差があるとはいえない」あるいは「２つのグループの

間で比較した変数に有意な差は見られなかった」という結論になる。決して「２つのグルー

プ間で比較した変数に差が無い」という結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮説が

正しいのに、間違って棄却してしまう確率」であるためである。また現実的にも、サンプ

ル数を増加させた場合や他の検定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性がある

ためである。 
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(5) 記号の順位(順序)尺度データを数字に変換する 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 
 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストからグループ分けに用いる変数を選

び、ダブルクリックし、更に、数字に変換する変数を選び、ダブルクリックし、右側の枠

内にその２つの変数が表示されていることを確認する。 

 
 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 

 
 

5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「列の再コード化」をクリックする。 
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6)「項目の選択」というダイアログが開くので、「項目の選択」の下のリストから数字に変

換する変数をクリックし、最下部の「継続」ボタンをクリックする。 

  
 

7)「列の再コード化」というダイアログが開くので、もし、新しい変数名を付ける場合は、

「新しい列名」の右横のボックス内の名前を変更する。次に、その下の「追加」ボタンを

クリックする。 
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8)「置換の指定」というダイアログが開くので、中央右にある、「値の取得」ボタンをクリッ

クする。 

 
 

9) 新しいダイアログが開くので、データ値のリストからどれかの値をクリックし、「OK」

ボタンをクリックする。 

 
 

10)「置換の指定」ダイアログに戻るので、「この値で置き換える」の下のボックスに変換

する数字の値を入力し、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 
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11) 7)～10)を繰り返して、再分類前の値と再分類後の値を全て設定する。 

例) 例えば、尿糖の「-」「+-」「+」「++」「+++」を数字に変換する場合は、 

最初に 9)で「-」を選んだ後、10)で「0」を入力、 

次に 9)で「+-」を選んだ後、10)で「1」を入力、 

更に 9)で「+」を選んだ後、10)で「2」を入力、 

その次に 9)で「++」を選んだ後、10)で「3」を入力、 

最後に 9)で「+++」を選んだ後、10)で「4」を入力する 

12) 全ての設定が終了したら、「列の再コード化」ダイアログの下部にある「新しい列

の種類」の所で、「数値」の前の丸をクリックしてマークを付けた後、最下部の「OK」

ボタンをクリックする。 

 

13)「計算列」ダイアログに戻るので、最下部の「閉じる」ボタンをクリックする。 

14) 最初のダイアログに戻るので、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 

15) グループ分けに用いる変数と、数字変換前のデータと数字変換後のデータの表が表示さ

れるので、正しく数字変換されていることを確認する。 

16) 上記の表を用いて、適切な統計手法で分析を行う。 
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(6) χ2検定 (カイ二乗検定)を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) χ2検定 (カイ二乗検定)の場合、比較するグループが３つ以上でも特に問題は無いが、分

析結果を判断する際に、グループが２つである方が分かりやすいため、以下の操作で、グ

ループ分けに用いる変数の値またはカテゴリーを、２つの値またはカテゴリーであるデー

タのみに限定した方が良い(再分類によって、２つのグループにまとめ直す方法でも良い)。

また、比較するデータ(変数)についても、分析後の判断を分かりやすくするためには、カ

テゴリーを限定するか、再分類することで、少なくすることが望ましい(グループ分けする

変数も、比較する変数も、カテゴリーが２つである場合が、最も分かりやすいので、最良

と言える)。 
 

(a) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィ

ルタとクエリ]をクリックする。 

 
 

(b) 下図のようなダイアログが開くので、左側の変数リストから、グループ分けに用い

る変数と、比較する変数を、右側の「データの選択」の下のボックスにドラッグアン

ドドロップし、これらの変数名が表示されていることを確認する。 

 
 

(c)「データの選択」の右隣の「フィルタデータ」のタグをクリックし、その下に表示

されたボックスに、グループ分けに用いる変数をドラッグアンドドロップする。 
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(d)「フィルタの編集」というダイアログが開くので、「値(V)」の行の右端の黒い逆三

角形ボタンをクリックする。 

 

 

(e) 新しいダイアログが更に表示されるので、その下部にある「値の取得」ボタンをク

リックする。 

 

 

(f) グループ分けに用いる変数の値やカテゴリーのリストが表示されるので、まず、２

つのグループの一方の値またはカテゴリーをクリックする。 
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(g)「フィルタの編集」のダイアログに戻るので、「値」の右に、選択した値またはカ

テゴリーが表示されていることを確認し、下の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

(h) 最初のダイアログに戻り、選択した値またはカテゴリーが表示されていることを確

認する 

 
 

(i) (c)～(h)の操作を繰り返し、２つのグループのもう一方の値またはカテゴリーを設

定する。 

(j) もし、比較する変数もカテゴリーを限定する場合は、(c)～(h)の操作を繰り返し、

分析に用いるカテゴリーを設定する。 

(k) ２つのグループの値またはカテゴリー、および、比較する変数も限定した場合は、

それらの値やカテゴリーが選択されていることを確認した後、その下の「フィルタの

組み合せ」ボタンをクリックする。 
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(l)「フィルタの組み合せ」というダイアログが新たに開くので、同じ変数の２つの漏

斗の絵の間にある「AND ▼」をクリックし、その下に表示されたメニューから「OR に

変更」をクリックし、「AND ▼」が「OR ▼」に変ったことを確認する。 

 
 

(m)「Ctrl」(コントロール)キーを押しながら、同じ変数の漏斗をクリックして色を反

転させた後、左端上の「グループ」をクリックし、同じ変数の漏斗を括弧でまとめた

後、最下部の「OK」ボタンを押す。 

 
 

 

 

 

(n) 最初のダイアログに戻るので「実行」ボタンをクリックする。 

(o) 画面上に、グループ分けに使用する変数と、比較する変数のみの表が、新たに表示

されたことを確認する。 

 

3) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分割表

分析]をクリックする。 
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4) 分割表分析のダイアログが開くので、「変数リスト」からグループ分けに用いる変数と

比較する変数をそれぞれクリックした後、それぞれで、その右の右向き矢印のボタンをク

リックし、新たに表示されたメニューから「表変数」をクリックし、「タスクの役割」の

下の「表変数」の下に、グループ分けに用いる変数と比較する変数の両方が表示されたこ

とを確認する。 

 
 

5) ダイアログの左端のリストから「テーブル」をクリックし、新たに右に表示された「テー

ブルで許可されている変数」の下のリストから、最初にグループ分けに用いる変数をその

右の「プレビュー」の下の領域にドラッグアンドドロップし、続いて、比較する変数を同

じ領域にドラッグアンドドロップする。その結果、「プレビュー」の下の表で、上にグルー

プ分けに用いる変数、横に比較する変数が表示されていることを確認する。更に、その下

の「生成されるテーブル」の下に「(比較する変数名) by (グループ分けに用いる変数名)」

と記載されていることも確認する。 
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6) ダイアログの左端のリストから「セル統計量」をクリックし、新たに右に表示された「使

用できる統計値」の下で、既にチェックの入っているものはそのままにして、「期待セル

度数」の前のボックスにチェックを入れる。 

 
 

 

7) ダイアログの左端のリストから「表統計量」の下の「関連」をクリックし、新たに右に

表示された「独立性の検定」の下で、「χ2 乗検定(Pearson、.....」の前のボックスと、

「r×c 表に対するフィッシャーの直接法」の前のボックスにチェックを入れ、最下部の「実

行」ボタンをクリックする。 
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8) 分析結果が表示されるので、まず、下図のような「FREQ プロシジャ」と書かれた下の表

を見る。その表の各セルで、真ん中の「期待度数」を全て確認し、下記の条件に合うもの

があれば、その指示に従う。 

(a) ２×２表(分割表の行も列も２個のもの)で、どれかのセルの期待度数が５未満の

場合、 10)に進み、そこに記載された方法で結果を判定する。 

(b) ２×２表以外の場合で、セルの期待度数が以下のどちらかの条件に当てはまる場

合 

(1) セルのうちで 20％の期待度数が 5 未満 

(2) セルの中に、１つでも期待度数が０のものがある 

どちらかの条件に当てはまる場合は、11)に進み、そこに記載された方法で分析

する。 

上記の(a)(b)どちらの条件にも当てはまらない場合は、9)に進み、そこに記載された

方法で結果を判定する。 

 
 

9) 8)の分割表のすぐ下にある下図のような表を見て、「カイ２乗値」の行の「p 値」を確認

し、以下の方法で判定する。 

 
 この値は「２つのグループ間で、比較したデータの割合に差が無い」ことが起こりう

る確率の値である。従って、この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる

(否定できる)ため、５％の有意水準で「比較したデータ(の割合)は２つのグループの間

で有意な差がある」とみなすことができる。 

 この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できない)ため、２

つのグループの間で比較したデータの割合に差があるかどうかの判定は「保留」となり、

「２つのグループの間で比較したデータ(の割合)に有意な差があるとはいえない」ある

いは「２つのグループの間で比較したデータ(の割合)に有意な差は見られなかった」と

いう結論になる。決して「２つのグループ間で比較したデータ(の割合)に差が無い」と
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いう結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮説が正しいのに、間違って棄却してし

まう確率」であるためである。また現実的にも、サンプル数を増加させた場合や他の検

定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性があるためである。 

 

10) ２×２表の分析で、４つのセルのうち１つでも期待度数が５未満のものがある場合は、

Fisher の直接確率法(正確確率法, Fisher's exact probability test)を使用する必要が

ある。このため、9)のカイ２乗検定のすぐ下にある下図のような「Fisher の正確検定」の

表の「両側 Pr＜＝P」右横の値を確認する。 

 この値は「２つのグループ間で、比較したデータの割合に差が無い」ことが起こりう

る確率の値である。従って、この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる

(否定できる)ため、５％の有意水準で「比較したデータ(の割合)は２つのグループの間

で有意な差がある」とみなすことができる。 

 この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できない)ため、２

つのグループの間で比較したデータの割合に差があるかどうかの判定は「保留」となり、

「２つのグループの間で比較したデータ(の割合)に有意な差があるとはいえない」ある

いは「２つのグループの間で比較したデータ(の割合)に有意な差は見られなかった」と

いう結論になる。決して「２つのグループ間で比較したデータ(の割合)に差が無い」と

いう結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮説が正しいのに、間違って棄却してし

まう確率」であるためである。また現実的にも、サンプル数を増加させた場合や他の検

定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性があるためである。 

 
(注; 上記の表の危険率のように「1.720E-06」という数値は、「1.720×10-6」

を意味している。すなわち、「○○E-X」という数値は、「○○×10-x」

のことである。 

 

11) ２×２表以外の分析では、下記のような場合、χ2検定(カイ二乗検定)はできない可能性

がある。 

(1) セルのうち 20％の期待度数が 5 未満 

(2) セルの中に、１つでも期待度数が０のものがある 

 このような場合は、下記のような操作を行う。 

1) データの再分類を行い、期待度数の小さなセルを無いようにして、再度、χ2検

定(カイ二乗検定)を行う。 

2) データの再分類ができない場合は、χ2検定(カイ二乗検定)の結果の解釈や採用

するかどうかを慎重に検討 (統計の専門家に相談するのも良い)し、場合によって

は分析を中止する。 
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(7) 対応のあるデータの差が正規分布しているかどうかを判定する 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 
 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストから対応のあるデータそれぞれをダ

ブルクリックし、右側の枠内にその変数が表示されていることを確認する。 

 
 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 

 
 

5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「式の作成」をクリックする。 
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6)「拡張式エディタ」というダイアログが開くので、左中央の「使用できる変数」の下のリ

ストから、対応のあるデータの一方をクリックした後、右端の「式へ追加」ボタンをクリッ

クして、上の「式テキスト」の下のボックス内にその変数の名前が表示されることを確認

する。次に、その下のボタンの中で「－」(マイナス)ボタンをクリックし、「式テキスト」

に表示されることを確認する。最後に、対応のあるデータのもう一方をクリックした後、

右端の「式へ追加」ボタンをクリックして、上の「式テキスト」の下のボックス内にその

変数の名前が表示されることを確認する。式が間違っていないことを確認した後、最下部

の「OK」ボタンをクリックする。 

 「式テキスト」には、「(対応のあるデータの一方)－(対応のあるデータのもう一

方)」という式を作成する。 

 
 

7)「拡張式エディタ」が閉じて、「計算式」ダイアログに戻るので、左のボックス内に表示

されている「Calculation1」をクリックした後、「名前の変更」ボタンをクリックする。 
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8) 変換後の変数の名前を適当に入力した後、「閉じる」ボタンをクリックする。 

 

9) 新しい変数名が、グループ分けに用いる変数の下に表示されていることを確認した後、

「実行」ボタンをクリックする。 

10) 対応のある２つのデータとその差の表が表示されるので、この表を用いて、配布資料「SAS 

(SAS Enterprise Guide) 使用方法 (１因子(１種類のデータ)の概要を見る)」の「(1) ヒ

ストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示」の操作を行い、対応のある２つ

のデータの差の値が正規分布しているかどうかを判定する。 

 もし、正規分布していた場合は、この資料の「(8) 対応のある t 検定 (Paired t test)

を行う」の操作を行い、２つのグループ間で比較する変数に差があるかどうかを判定する。

もし、正規分布していない場合は、配布資料「統計学基礎(３) ２つのグループの１因子

(１種類のデータ)の差を検定する」の (20)以降を参照する。 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 対応のある t 検定 (Paired t test)を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [分析]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分散分析]

をクリックし、更にその右に表示されたメニュー内の「t 検定」をクリックする。 
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2) t 検定のダイアログが開くので、「t 検定の種類を選択してください」の下の「対応のあ

る検定」の前の丸をクリックしてマークを付ける。 

 
 

3) 左端のリストで「タスクの役割」をクリックし、右側に新たに表示された「変数リスト」

から、対応のあるデータの一方をクリックした後、その右にある右向き矢印のボタンをク

リックし、新たに表示されたメニューから「対応のある変数」をクリックする。更に、対

応のあるデータのもう一方をクリックした後、その右にある右向き矢印のボタンをクリッ

クし、新たに表示されたメニューから「対応のある変数」をクリックして、２つの対応の

あるデータが、「タスクの役割」の下の「対応のある変数」の下に表示されていることを

確認して、最後に最下部の「実行」ボタンをクリックする。 
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4) 分析結果が表示されるので、表示されている表の中から、下図のような「t 検定」と書か

れた表を見る。その表中から、「Pr＞|t|」の下の数値を確認する。この値が、「対応のあ

る t 検定の危険率」(２つのグループの間で比較した変数に差が無い」ことが起こりうる確

率の値)なので、この値が５％(0.05)未満の場合は、帰無仮説を棄却できる(否定できる)

ため、５％の有意水準で「比較した変数は２つのグループの間で有意な差がある」とみな

すことができる。 

 これに対し、この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できな

い)ため、２つのグループの間に差があるかどうかの判定は「保留」となり、「２つのグ

ループの間で比較した変数に有意な差があるとはいえない」あるいは「２つのグループの

間で比較した変数に有意な差は見られなかった」という結論になる。決して「２つのグルー

プ間で比較した変数に差が無い」という結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮説が

正しいのに、間違って棄却してしまう確率」であるためである。また現実的にも、サンプ

ル数を増加させた場合や他の検定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性がある

ためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) Wilcoxon 符号順位和検定(Wilcoxon signed-ranks test)を行う 

1) この資料の「(7) 対応のあるデータの差が正規分布しているかどうかを判定する」を参

照して、「対応のある２つのデータの差」の変数を作成し、その値が表示されている表を

画面に出す。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分布]

をクリックする。 
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3) 新しいウィンドウが開くので、「対応のある２つのデータの差」を「変数リスト」の下

のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリッ

クし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックし、右の「タスクの役割」

の下の「分析変数」の下に、選択した変数名が表示されていることを確認した後、最下部

の「実行」ボタンをクリックする。 

 
 

4) 分析結果が表示されるので、表示されている表の中から、下図のような「位置の検定」

と書かれた表を見る。その表中から、「符号付順位検定」の行の「p 値」の下の数値を確認

する。この値が、「Wilcoxon 符号順位和検定の危険率」(２つのグループの間で比較した変

数に差が無い」ことが起こりうる確率の値)なので、この値が５％(0.05)未満の場合は、帰

無仮説を棄却できる(否定できる)ため、５％の有意水準で「比較した変数は２つのグルー

プの間で有意な差がある」とみなすことができる。 

 これに対し、この値が５％(0.05)以上の場合は、帰無仮説を棄却できない(否定できな

い)ため、２つのグループの間に差があるかどうかの判定は「保留」となり、「２つのグ

ループの間で比較した変数に有意な差があるとはいえない」あるいは「２つのグループの

間で比較した変数に有意な差は見られなかった」という結論になる。決して「２つのグルー

プ間で比較した変数に差が無い」という結論は出せない。これは、危険率が「帰無仮説が

正しいのに、間違って棄却してしまう確率」であるためである。また現実的にも、サンプ

ル数を増加させた場合や他の検定方法を使用した場合、有意差が検出される可能性がある

ためである。 
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